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は
ば
た
け 

21
世
紀

い
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共
同
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画
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き
っ
か
け
・
・
・

　

漫
画
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
か
た

わ
ら
、
い
く
つ
か
の
職
業
を
経
て

き
た
。
子
育
て
、
介
護
と
も
向
き

合
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
様
々
な

立
場
の
女
の
人
た
ち
が
抱
え
て
い

る
不
満
や
悩
み
、
苦
し
み
な
ど
か

ら
、
問
題
の
共
通
点
が
あ
る
と
感

じ
、
４
コ
マ
漫
画
で
問
題
提
起
を

続
け
て
き
た
。

暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
・
・
・

　
女
性
を
み
る
社
会
の
目
と
か
男

性
を
み
る
社
会
の
目
は
、
私
た
ち

の
意
識
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
日

常
生
活
、
社
会
生
活
に
大
き
く

作
用
し
て
い
る
。
長
引
く
不
況
、

少
子
高
齢
社
会
、
犯
罪
の
増
加
、

地
球
規
模
の
異
常
気
象
な
ど
、
ど

こ
を
み
て
も
先
の
見
え
な
い
不
安

な
時
代
を
私
た
ち
は
生
き
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
ん
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
男
性
も
女
性
も

お
互
い
に
支
え
あ
っ
て
、
手
を
携

え
て
少
し
で
も
暮
ら
し
や
す
い
社

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
・
・
・

　
国
の
制
度
や
法
律
か
ら
変
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
、
或
い

は
企
業
と
か
地
域
の
取
り
組
み
で

改
善
さ
れ
る
事
柄
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
、
感
謝

や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
お
互
い
伝

え
合
う
。
或
い
は
立
場
の
異
な
る

相
手
を
思
い
や
る
。
そ
う
い
う
気

持
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
か
。
男

性
、女
性
が
互
い
の
立
場
、背
負
っ

て
い
る
リ
ス
ク
も
感
じ
取
れ
る
心

△映像を見ながら講演を聞く

　              「珈琲のおいしい入れ方」　
　
　毎日のくらしに役立つちょっとしたヒントを専門家から学びましょう。
　コーヒーをもっとおいしくいただくためにコーヒーの知識とおいしいコーヒーの
入れ方の「コツ」を学んでみませんか？
日　時：平成 23年１月 22日（土）午前 10時～ 12時
会　場：女性センター未来　
講　師：JCQAコーヒーインストラクター２級　中臣　一利さん
定　員：30人
参加費：350円（コーヒー／ケーキ付き）
対　象：飯山市内在住もしくは市内に勤務されている方および未来利用者
申込受付期間：平成 22年 12月 24日（金）～平成 23年１月 17日（月）
　　　　　　　（土曜日の午後、日曜日、年末年始 12月 29日～ 1月 3日を除く）
お申し込み・お問い合せ：女性センター未来　ＴＥＬ 62-0543

　今年で 5年目となる訪問介護員（ホームヘルパー）
養成研修 2級課程の修了式が 10月 28 日に行われま
した。約４ヶ月間、130 時間のカリキュラムを受講
した 19名には修了証明書が授与されました。今年
度も、ハローワーク飯山の協力を得て、市内外の介
護関係施設８社の合同面接会を修了式に合わせ開催
しました。受講生の今後の活躍が期待されます。
受講生の声・・・
◆今までいろいろな人にお世話になってきたが、今
度は自分がみなさんにその恩をお返ししていくため
の手段としてホームヘルパーの仕事につければ、こ
の研修での成果をいかしていきたい。
◆今年の夏は例年になく猛暑で、実習でのおむつ交
換や食事介助など肉体的には大変でしたが、受講生
のみなさんと励ましあいながらできたことがよい思
い出となりました。

　6月から10月までの6ヶ月間、全24回コース
で開催しました。講師に社会保険労務士の江村登
三男氏をお迎えし、財務・会計の基礎知識と電卓
記号の活用方法など簿記の知識やノウハウをわか
りやすく教えていただきました。
　また、11月に商工会議所で開催された第124
回「日商簿記検定３級試験」にもチャレンジしま
した。

受講生の声・・・
◆回数を重ねるごとに難しくなりましたが、毎回
の講座が楽しくわかりやすく、次の回が楽しみに
なりました。
◆難しく不安に思ったこともあったが、他の受講
生の熱心さに刺激され、粘り強くがんばれました。
◆受講生同士で和気あいあいと楽しく受講できて
よかったです。

いいやま女性センター未来　パワーアップ講座修了

　
くらしのセミナー参加者募集

  「日商簿記検定３級」講座 「訪問介護員養成研修2級課程」講座

の
柔
ら
か
さ
、
そ
し
て
ゆ
と
り
を

持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

言
わ
な
く
て
も
分
る
で
な
く
、

き
ち
ん
と
言
葉
や
態
度
で
伝
え
る

努
力
が
不
可
欠
だ
と
思
う
。
小
さ

な
水
の
一
滴
が
や
が
て
大
き
な
川
、

　

あ
な
た
と
私
の
共
同
参
画
講
座
第
２
回
は
漫
画
家
の
段
丹
映
子
さ
ん

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ア
フ
リ
カ
か
ら
学
ん
で
・
・
・

　

皆
さ
ん
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

は
、
ア
フ
リ
カ
と
い
う
の
は
日
本

か
ら
一
番
遠
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
、
彼
ら
の
生
き
て
い
る
時
と
い

う
の
は
、
私
た
ち
と
全
く
同
じ
で
、

同
じ
よ
う
な
服
装
を
し
て
、
経
済

的
に
も
同
じ
よ
う
情
報
を
得
て
、

世
界
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

た
だ
悲
し
い
こ
と
に
経
済
的
に
は

日
本
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
な

い
が
、
感
覚
的
に
は
同
じ
よ
う
な

時
代
に
生
き
て
い
る
。
生
活
水
準

も
こ
こ
10
年
だ
い
ぶ
上
が
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
貧
困
格
差

は
広
が
っ
て
い
る
。

　

第
３
回
は
、
好
奇
心
で
滞
在
し
た
ア
メ
リ
カ
で
大
学
に
入
学
し
、
学

者
の
道
に
進
ま
れ
た
清
泉
女
学
院
大
学
教
授
小
泉
真
理
さ
ん
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

△講演する小泉先生

マ
ン
ガ
で
学
ぼ
う
男
と
女

東
ア
フ
リ
カ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
人
々
の
暮
ら
し

そ
し
て
海
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
の
さ
さ
や
か
な
努
力

が
男
女
共
同
参
画
社
会
に
は
絶

対
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

異
文
化
を
知
り
・
・
・

　

日
本
の
文
化
と
比
較
す
る
と
、

ア
フ
リ
カ
の
女
性
の
生
き
方
が
、

日
本
の
女
性
と
か
な
り
似
て
い

る
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済

的
困
難
さ
は
日
本
の
比
で
な
く
、

途
上
国
は
全
体
に
貧
し
く
、
女

性
と
い
う
こ
と
で
更
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
。
女
性
た
ち
が

教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
、

女
性
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
上
で

の
一
番
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。

人
類
学
の
研
究
か
ら
・
・
・

　

世
界
中
で
女
性
優
位
の
社
会

は
な
い
。
ど
こ
も
男
性
が
中
心
で
、

支
配
的
立
場
に
い
る
。
し
か
し
、

公
の
場
で
は
確
か
に
男
性
だ
が
、

家
庭
内
で
の
女
性
の
男
性
に
対
す

る
影
響
力
は
、日
本
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
社
会
に
あ
る
。
女
性
の
働

き
か
け
次
第
で
変
わ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

▼男性も「男は男らしく」と
か言われ、正直そんなに強く
なれないのが実情で、女性も
家庭を持ったら責任の一旦が
あると表明することが必要だ
と思う。

▼自分自身に刷り込まれた性
差は消すことはできないが、
最終的には個々の人間とし
て、相手を思いやりいたわる
ことが大切だと思う。

▼無意識の言動、行動が差別に
つながるという気付きがあった。
日常に溶け込んでいるから、気
付きにくいという怖さがある。

グループワークより・・・


